
「腫瘍分子生物学セミナー」を開催 

                          2018 年 4 月 19 日 
 
 4 月 19 日（木）に、金沢大学がん進展制御研究所 4F 会議室において、

Dana-Farber Cancer Institute, Medical Oncology, David A. Barbie Lab の 
Postdoctoral fellow 北嶋俊輔 先生をお招きして、腫瘍分子生物学セミナーを 
開催しました。 
 セミナーでは、肺がんの微小環境の創出において重要な役割を担うリン酸化

酵素 TBK1 の話題を中心に、K-ras 変異肺がんのふたつのサブクラスが有する

生物学的特性の分子基盤解明と新規治療法開発の可能性について、講演してい

ただきました。 
 肺がん治療開発の最前線の理解を深める、大変有意義なセミナーとなりまし

た。 
 セミナーには、研究所内外の教職員、大学院生等約３６名が参加し、活発な

質疑応答や意見交換が行われました。 
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KRAS 遺伝子変異は、非小細胞肺がん（NSCLC）において頻繁

に観察される Driver Mutation ですが、変異型 KRAS 自身を標

的とした有効な分子標的薬が存在せず、新規治療法の開発が望ま

れています。また、KRAS 変異型 NSCLC は、併発する p53

あるいは LKB1 等の遺伝子変異によってさらに細分類化され、

それぞれが異なる遺伝子発現様式や治療反応性を示すことが知

られています。特に近年、KRAS;LKB1 変異型はその他のサブ

クラスと比較して MEK 阻害剤や免疫チェックポイント阻害剤

に対して抵抗性を示すことが明らかになってきました。本日は、

ウイルス感染応答において重要な役割を担うリン酸化酵素

TBK1 を話題の中心に、それぞれのサブクラスが有する生物学

的特性の分子基盤解明と新規治療法開発の可能性について私た

ちの知見を紹介させて頂きます。 

 

問い合わせ： 

がん進展制御研究所腫瘍分子生物学研究分野 

           高橋智聡 (6750) 

ハーバード大学医学部ダナ・ファーバーがん

研究所に留学中の北嶋俊輔先生が一時帰国

されますので、セミナーをお願いしました。

皆様奮ってご参加ください。 


